
 

無線LAN等の欧米基準試験データの活用の在り方に関する検討会 

開催要綱 

 

 

１ 背景・目的 

無線 LAN や Bluetooth は、PC や家電機器等に搭載されるなど広く一般に普及し、

今後も利用が一層拡大することが予想されている。また、無線機器の流通がグローバ

ル化していることなどを背景に、無線 LAN 等の欧米基準の試験データの活用に関す

る要望も顕在化している。 

これらの状況を踏まえ、我が国の登録証明機関における無線 LAN 等の欧米基準試

験データの活用の在り方を具体的に検討することを目的として、本検討会を開催する。 

 

２ 名称 

  本検討会は、「無線 LAN 等の欧米基準試験データの活用の在り方に関する検討会」

と称する。 

 

３ 検討事項 

・ 日欧米における無線 LAN 等の認証に必要な技術的条件、試験項目、測定法等の

比較検討 

・ 欧米基準の無線試験データ活用等による日本の試験項目や測定法の見直しの方

向性 

・ その他上記の検討事項に関連する事項 

 

４ 構成員 

  別紙のとおり。 

 

５ 運営 

(1) 本検討会は総合通信基盤局電波部長の会議とする。 

(2) 本検討会に座長及び座長代理を置く。 

(3) 座長は構成員の互選により定め、座長代理は構成員の中から座長が指名する。 

(4) 座長は、本検討会を運営する。 

(5) 座長代理は、座長を補佐し、座長不在のときは、その職務を代行する。 

(6) 座長は、必要に応じ、構成員以外の関係者に出席を求めることができる。 

(7) その他、本検討会の運営に関し必要な事項は、座長が定める。 



(8) 本検討会は、公開することにより当事者又は第三者の権利及び利益を害するおそ

れや、構成員間の率直な意見の交換が損なわれるおそれがあるため、原則として非

公開とする。 

(9) 本検討会で配布した資料については、原則として総務省ホームページに掲載し、

公開する。ただし、公開することにより当事者又は第三者の権利・利益を害するお

それがあると座長が認める場合その他座長が必要と認める場合には、非公開とする。 

(10) 本検討会は、会合終了後に原則として議事要旨を作成し、総務省ホームページ

に掲載し、公開する。その際、構成員個人の発言内容が特定されない形式で公開す

る。 

 

６ 開催期間 

本検討会は、令和４年３月から令和５年３月頃まで開催する。 

 

７ その他 

  本検討会の庶務は、総合通信基盤局電波部電波環境課が行う。 
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メーカー 赤澤 逸人 
パナソニック オペレーショナルエクセレンス株式会社 

品質・環境本部 製品法規課 技術法規ユニット 主幹 

〃 新井 信正 
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スペシャリスト 

〃 高橋 英明 

アンリツ株式会社 通信計測カンパニー 

グローバルセールスセンター 通信計測営業本部 

第１営業推進部 第２チーム 課長 

〃 成瀬 廣高 
株式会社バッファロー ネットワーク開発部 
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